
家族社会学　4月30日（火）日【4時限目】14:40―16:10　4F40３
第４回【家族の変動】
家族形態の変化、家族機能の変化
●リアクションペーパー＃４
学生番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本の世帯数の将来推計（全国推計）令和 6（2024）年推計の結果について、
どう思いますか？該当するものにレを入れなさい。
１ 世帯総数は2030 年をピークに減少、2050 年の平均世帯人員は1.92 人に。2050 年には単独世帯が44.3%、2,330 万世帯に
· なんとも思わない。
· 家族で暮らす人が減って行くのは寂しい。
· １人の方が気楽に生きられる。
· 2050年にはペットやロボットなどのパートナーと暮らすようになる
· 1人暮らしの人が増えるので、介護需要が増える。
· センサーを使った見守りサービスなどで孤独死はなくなる。
· 非常に不安だ。□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２ 65 歳以上の高齢世帯数のピークは2045 年、75 歳以上の世帯はいったん減少した後再度増加する
· なんとも思わない。
· 65 歳以上の高齢世帯が減少すれば、世の中が明るくなる。
· 75 歳以上の世帯はいったん減少した後再度増加するとしても、高齢者の健康寿命ももっと伸びるので活力のある社会になる
· その年齢になった自分をイメージできない。
· そんなに長生きしたくない。
· 非常に不安だ。□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　2050年の男性高齢単独世帯の6割は未婚、近親者のいない高齢単独世帯が急増　
· なんとも思わない。
· 自分もその一人になるだろう（女性の場合もOK）
· 近親者のいない高齢単独世帯が急増しても仕方がない
· 結婚するかしないかは個人の自由だ。
· お一人様の老後を楽しめる社会にすべきだ。
· 自分がそのような年齢になった自分をイメージできない。
· そんなに長生きしたくない。
□非常に不安だ。□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
